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はじめに

　最近の重土木技術の進歩によって堆積轡地帯の傾余ll地並びに丘陵地におけ70用地の掘

削造成が可能になり1・2），上田市東南の塩「正τ地域においても第鉱紀海成堆積掛1唱也帯の土

地開発が進められている3，4）。しかし，これらの地城に水道管並び1こガス管などの埋設

配管に激しい土壌腐食，又嗣発廃土の醍業用土へのiita用による不作癒ど土地關発にとも

なう問題煎が詣摘され，関係新はその対応に苦慮しており，開発促進と安全憐の面から

もその解明が渇墾されている5）。

　著者らは，これらの原因究明のみならず海成堆積岩地ll｝の土地開発の環境アセスメン

トの資料をうるために，海成堆積岩の表面地質作用との関連から基礎的研究を進めてい
る6・7・8・9）。

　この研究調査の過程で，1985年5月5H，上田市寓：i：：山東塩田添木間工業団地の造成露

頭において貝化石を見顧し，この事は既に発蓑した9）。しかし，この青木願の四方に当

る中信地方の株本北方地域では多数の無化石が産出し，多くの研究報告があるが10，11・12・

13・　14，　15），束信地方の冑木層では貝化石の資料が極めて芝しいので16・　17），とりあえず鑑定

した貝化石種と，又この貝殻中にフランポイダル黄鉄鉱をも兇出したので，それらの結

果を報告する。

産出地点ならびに周辺の地形地質の概説

　本貝化石の産出地点は，長野梁上田市寓士山東塩田林聞工業団地の造成地内で，上田

からニツ木峠を越えて丸子町へ通ずる県道別所丸子線から北の方へ切り開力・れた新3号

幹線道路を115m入った掘割の策面である。位置は北緯36°20’40”，東経138°14’56”で

あり，海抜は541～546mである。

　尚，当位置から東へ240mの地点においても，1985年5月31日，北沢により貝化石が

見出され，山岸により発衷されている18）。

　この地点周辺は，地質的には糸魚川一静岡構造線の東側に接するいわゆるフォッサマ

グナ地帯にあり，第三紀中新世以降の海進によって形成された海成堆積層である。堆積

層は泥岩，砂岩，礫岩などの互層であり，厚さは場所によって異なる複雑な層序である。
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地層は青木層であり17），木地点は脊木層下部に属している19），，地形はこれらの堆程1層が

隆起し，丘陵性の小高い1」け也な形成している。刑地｝’；k階段状に且霞地されてい凱，

貝化石の産状と地層

　貝化石を産出した露頭のスケッチをFig，1に示した．只化石を鷹出する地閥敏もとの

地表面から11～15m下に露出している。その部分は上部の彫さ1m，下部の原さ2mの

領域で，貝化石が盤寓に散在する化石堆として露頭に挟在していゐ。瓢枚貝ほ脅弁閉殻，

合弁開殻，月搬のものなどが混苔三し，絢蝋棚の過程で殻の曲げられたものなどがあ為、，

化石堆は青灰色の泥岩層にあり，そしハLには厚さ15cmの白瞬ミを有する轡灰色の硬く圃結

した石灰質泥岩層がある9）。次は厚さ6　inの脊灰色の野野い圃結砂塀層で，地炎部に近い

上部は黄褐色で，酸化圃化している。その層珊面やそれに枝状に分れて嘩さ2～3㎜の

透明石膏のロードがある。地層は，走向が北から66°四で，傾斜が北東に28°下力9りであ

り，いずれも整合に颪なっている。
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Fig。1．　Sketch　of　outcrop　occurring　fossil　shells

産出貝化石種

本化石堪から産出した貝化石は次の通りである。

　Class　Pelecypoda

Farnily　Vesico㎜yidae
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　　　　　　　　　　　Genus　Adz｛lomya　KuRoDA，1931

　　　　　　　　Aclz‘lomya　ucんimteraensis　KURODA，193120・21，22♪

　　　　　　　　　　　　　　　P1．1，　Figs．1－6，

Adulomya　z｛chimttra召71　sis　KuRoDA，1931－Fossil　Molltlsca　in　I－lomma’s

　Geology　of　Celltral　Shinano，　part　4，　p，27，　PL　X匪，　Figs。111－114．

　殻は薄く，大形で細長い円筒状⑪前後両端は丸く，背級と腹繰とはほぼ平行であゐ。

形状にはほとんど真っ直ぐなものと幾分湾曲したものとがあり，後潜に比べ前者の熊艮1

が多い。殻i凝にほやや粗し・成長脈が発達し，腹縁ではその脈の間i箱が不規則になるe殻

頂は前方約5分の1に位置し，弱くト桑1出しているq後背部には長い半筒状の靱帯と靱帯

溝を穂める。前閉殻伽駕翻1膨に凹み，その内葡iの彫刻は，背方でほ放卿伏の糸脈，腹

方では岡心円的な波状脈である。この閉殻筋痕は後部な…条の強肋に取り巻かれている。

Jlカは殻頂窩から斜めに前腹方に向かい，前閉殻痕の縁な少し離れた所で消失する。後閉

殻筋痕，套線は不明瞭である。

Dimensions（in　min）：－

　　　Length　　Height　　Depth　　　I｛／L　　Form　　Reg，　No，

　　　　137．0　　　　　33．O　　　　　ca，　7，5　　　　　0．24　　　　　C　　　　　　　1

　　　　103．023．Oca。10。00．22S　3
　　ca。　93．0　　　　　31，0　　　　　　　　15，0　　　　　　　　　　　　　　C　　　　　　　4

　　ca．　76．0　　　　　25．0　　　　　　　　　7，0　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　5

　　ca．123．037．0　19．　O　
　　　　115．0　　　　　31，0　　　　　　　　17．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6b

　　　　123．0　　　　　26，5　　　　　　　　12，0　　　　　0，22　　　　　C　　　　　　　7

　　　　　　　　Form　3　C：convex，　S：straight

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Solemyidae

　　　　　　　　　　　Genus　Solemya　LAMARcK，1818

　　　　　　Solemツa（Acharax）tofeunagai　YOI〈oYAMA，192522・23）

　　　　　　　　　　　　　　　PL皿，　Fi喜s．1・4，

　殻は薄く円筒状。光沢のある褐色の殻皮が残っている。殻頂は後方から約5分の1に

位置し，後位式の靱帯が外在する。放射肋を有し，肋は肋間よりもやや幅広い。その断

面は矩形である。殻頂から後腹方に向かう四条の放射肋は強く出ており，肋間の色が濃

い。殻頂から腹縁中央にかけての肋は低く，色の濃淡が殆どないために不明瞭である。

後腹方に向かう肋は前述のものに比べれば色も濃く，多少明瞭である。

　　　Dimensions（in　mm）：－

　　　　　　Length　　Height　　Depth　　H／L　　Reg，　No．

　　　　　　　55．0　　　　　17，0　　　　　　4，0　　　　　0．31　　　　　　　21

　　　　　　　73．0　　　　　23．0　　　　　　7。0　　　　　0，32　　　　　　　22

　　　　　ca．　41．0　　　　　20，0　　　　　　9，5　　　　　　　　　　　　　　　23
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　　　　　　　　　　　　　　　Family　Lucinidae

　　　　　　　　　　　Gellus　IVa〃ucina　IREDALIら　1930

　　　　　　　　　　Wallucina？la柳yi（CIIAVAN，　1938）22）

　　　　　　　　　　　　　　　P1．　1［，　Fig，　5．

　殻はよく脹れ，円形に近い。殻嚢には規則正しい成長線がみられる。乳白色。殻頂は

小さく，多少突癩して前方を向く。前縁及び腹縁は丸いが，後縁ぽ弱い載断状で～坊為。

左右両殻の後背部には榴状溝が観察される。保存は大変良好である。1汝種とは将徴がよ

く一致する。

　　　Dimensions（in　mm）：一一t

　　　　　　Length　　Height　　Depth　　H／L　　Reg。　No，

　　　　　　　12，0　　　　　11，5　　　　　　3．5　　　　　0，96　　　　　　　31

　　　　　　　　　　　　　　Subfamily　Callistinae

　　　　　　　　　　　　　Genus　Ca〃ista　POLr，　1791

　　　　　　　　　　　　　　　（フallista　　sp，22，2《1）

　　　　　　　　　　　　　　　PL　I［，　Figs，6－9，

　殻は長卵形。前端広く，後端砥最して狭い。殻頂は前方より約4分の1に位醗し歴爽

出している。殻表には規則的な成長脈がみられる。光沢のある褐色の殻皮が残っている

場合がある。後位式の靱帯が外在する。

　　　Dimensions（ill　mm）：－

　　　　　　Length　　Height　　Depth　　H／L　　Reg，　No，

　　　　　　　26．0　　　　　13。0　　　　　　4，5　　　　　0，50　　　　　　41

　　　　　　　27，5　　　　　14．0　　　　　　4，5　　　　　0，51　　　　　　43

　　　　　　　26ボ5　　　　13．0　　　　　4。5　　　　0．49　　　　　 46

　　　　　　　34．0　　　　　18．5　　　　　　5，5　　　　　0．54　　　　　　47

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Cardiidae

　　　　　　　　　　　　Subfamily　Trachycardiinae

　　　　　　　　　　　Genus　Trachycar4inm　MoRcH，1853

　　　　　　　　　　　Subgenus　Vasticardium　IREDALE，1927

　　　　　　　　　　　　　　Vasticard伽2～sp．22・24）

　　　　　　　　　　　　　　P1．1［，　Figs，10，11，

　殻は卵円形に脹れ，殻表には放射肋が細かに発達している。貝殻組織の関係上その保

存は充分でなく，殻は大分溶蝕している。正確な肋数は不明である。外形が比較的正し

く保存されていると思われる雌型には，約18条の肋が残っている。

　　　Dimensions（in　mm）：i・・－ny

　　　　　　Lellgth　　Height　　Depth　　H／L　　Reg，　No，

　　　　　　　10，0　　　 10，5　　　　2，0　　　 1．05　　　　 62
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　　　　　　　　　　　　　　　Class　Gastropoda

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Buccinidae

　　　　　　　　　　　　Genus　Buccinum　LINNE，1758

　　　　　　　　　　　　　　　Buccinum　sp．24）

　　　　　　　　　　　　　　　P1．　ID〔，　Fig．1．

　殻表は乳灰褐色。殻は円錐形で，布日状の彫刻を腐する。螺層約4階。各螺層は服れ，

縫合部深い。殻口付近は乳肉色である。

　　　Dimensions（in　mm）：－

　　　　　　Height　　　Large＄t　dial：neter　　　Reg．　No．

　　　　　　ca．　80．　O　　　　　　ca，　3｛3．0　　　　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　　　Superfamily　Naticacea

　　　　　　　　　　　　　　　Family　Naticidae

　　　　　　　　　　　　Genus　2＞everita　RISSO，1826

　　　　　　　　　　　　　　　　2＞everita　sp．24）

　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．1狂，　Fig．2．

　殻嚢には光沢が残っており紫褐色，内部は乳白色である。体層は央われている。膀孔

部は明らかでないが，2＞everitaの一種であると思われる。

　　　Dimensions（in　mm）：－

　　　　　　Height　　　Largest　diameter　　　Reg，　No．

　　　　　　　一一　　　　　　　　　ca，　13，5　　　　　　　　　　　　　　81

　　　　　　　　　　　　　　　Genus　Tectonatica　SAcco，1890

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tectonatica　sp．24・25）

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pl．皿，　Figs．3，4．

　　　　殻表は黄褐色，平滑で光沢があり，成長脈に沿って淡褐条がある。殻頂部螺塔は陥没

　　　しているが，各層はやや脹iらんでいたことが伺える。体圏下部は失われズいる。

　　　　　　Dimensions（in　mm）：－

　　　　　　　　　He1ght　　　　Largest　diameter　　　　Reg．　No．

　　　　　　　　　ca．　7．　O　　　　　　　　　　ca．　7，0　　　　　　　　　　　91

　　　　　　　　　ca。　6．5　　　　　　　　　　ca，　10．0　　　　　　　　　　　92

　　　　東信地方における青木層下部産の貝化石は，1927年及び1928年，本間16・17）により8

　　　種（掘足類1種，斧足類7種）が報告されている。著者らは今回の調査の結果，さらに8

　　　種を追魏した。今回産出した斧足類に，Adtelomya　zcchimuraensis　KURODAfjS含まれ

　　　ているが，該種は別班廟の特徴種どして知られており15），保存状態が良好な上，脊木層

　　　下部中からの産出が珍しいため，非常に貴重な漂本であると雷える。また，これらに混

　　　じってCultellus　sp．　13・　15）と思われる貝化石も産した。前者と後者の間には筋痕の差違

　　　がみられたものの，何分破片であるため，確かに後春であるという断定は今のところ難
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しい。他，貝化石を含む地履の所々に化石生痕26）（巣穴）も見られた。巣穴は掘り出し

難く，長さ轍正確に測定出来なかったが，その径は太いもので20㎜m，細いものでは

2．5mm程度であった。枝分れや不規貝臆形のものが多く｝潔）られゾこ。植物化イ1も泥凝｝

中に見られるが，保存が悪く，断片的なものが多い。　尚，巣穴の標本｝IL　PIate　l11，

Figs。5－8に示した。

　標本は，儒州大学繊維学部繊維化学工学科矢毒沢研究室セこ保瞥。

貝殻内のフランボイダル黄鉄鉱

　貝化石の殻の断面に見出されたフt？　’ポイダル様i鉱物の走査電子顕微鏡写ユ1‘をPla協

N－1に示した。この鉱物の化学元素組成を闘らかにするために，：nネルギー分散翻即

イクロアナライザーの点分析によって化学元素の糊坐X線スペクトルを検出したC」モ

の検出，点と結果はPlate　IV’の1，2，3に示した。　ピークパタ・一一ソをみると，2－－A，　Ill

にはカルシウムのピークが，3－C，Dでは鉄と硫黄のピークがそれぞれ顕著にな・：，てい

る。この結果から，硫黄，鉄，カルシウムの元素に着日し，木鉱物の線と面分析な行い，

それらの結果はPlate　IVの4－8セ・二示した。7と8の線分析のピークパターン鞍みそ1と

本鉱物位綴に鉄と硫黄のそれぞれの顕著なピーク特性が示され，5と6の面分析でもや

はり本鉱物位置に鉄と硫黄の特性X線像が顕著に画かれている。以上の結果から本鉱物

が硫化鉄であることを確認、した。

　一方，青木層の脊灰色の還元層にフランポイダル黄鉄鉱が見繊されているが8），この

硫化鉄も特微ある球状集含体構造27）をなしていることからフランボイダル黄鉄鉱であゐ。

骨や貝殻の構成物質などが関与して続成作用下で黄鉄鉱を生成することは知られている

が28），本塵出化石の殻の断齎にもフランボイダル黄鉄鉱の存在を明らかにした。

　次に，貝化石近傍における黄鉄鉱の産状の走査電子顕微鏡写真はPlate　Vの1に示

した。硫化鉄の同定は前と同様にマイクPtアナライザー一で行い，ここでは線分析の結果

をPlate　Vの2－4｝こ示した。それらの結果から産状をみると，貝化石の殻質層に並ん

で，微細粒の自形硫化鉄が密集し，層状になっている。次にやはりフランポイダル黄鉄

鉱の密集層があるQこのような産状は貝化石の近傍に顕著にみられる。

　このような還元層が酸化層化すると黄鉄鉱が酸化をうけて硫酸を生成する29）。蕾木腰

の露頭にも遊離硫酸に起因するpH（H20）4．・0以下の極強酸性周がある7）。選元層の酸

化層化での潜在的酸性化の程度は黄鉄鉱に対する貝化石や微細石灰泥の塩基の相対濃度

に支配されるが9），カルシウム塩は湿潤下では最終的に硫酸塩として溶脱される。本脊

木層の新鮮な露頭に，酸化属化により生成した硫酸カルシウムの溶脱，逆風化による透

明石膏のPt・一・ドを見幽し，マイクロアナライザーとX線回折により同定しているが30），

Fig．1に示したように本化石堆の上部の酸化層にも透明石膏のP一ドを産出した。

　貝化石を含む青灰色の泥岩層は露出されると崩壊性が高い。その崩壊は乾燥と吸湿に

よりひび割れを起し，そのひび割れは平らなあるいは湾曲した面をもつ塊で，隣り合う

ペッドの面が接し合う塊状のペッドを形成して進んでいく。
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　一方，わが岡で石器人の骨が搬出しにくいのは火山灰土の酸性1こ起因す為という人類

学春の一・致した指摘があ為3D‘，

　このようなことから，本地域の11i”木履に坦化万の産出が中儒地方に較べて極めて少な

いのは，その原因として貝化石の分布そのものに依存すること猷勿論であるが，ソラソ

ボイダル黄鉄鉱などが貝殻の内外に魔出さ才Lるので，酸化層化で黄鉄鉱が硫酸を生成し，

貝殻の溶脱が貝化石の膿出をしにくくす為原四の一一’・つとして推測しうる。32）この確rlll三に

は，酸化層での石核26）な見出すこと，あるいほ木地域と中借地方の青木1轡との理化紫瞥

｛生の対比などが今後の諜題であろう、，

摘　　　要

　最近の土地造成噸土木機械で施行するので，丘陵地並曲こ傾斜地の第滋糊1ミ搬｝地

帯が工易及び宅地用地への土地醐発を町能にしている。しかしながら，そのような土地

造成地であ級野県上剛ぎ東南地城において，塊設配働轍しい，膿腐食が発生しこ

の原困を究明するために，土壌1寓食と海成堆積器の炎両地質作用との関連から基礎的研

究を行っている。

　薯著らほ，この研究調懲の過程で，上田市東塊田當：』山の第嵐紀瞥木周下部にタ駿化石

と貝殻の内外に存在するフランボイダル黄鉄鉱を見出し，その結果次の事柄を知り得た。

　1）産出した貝化石は次の8種である。

Pelecypoda

　1・　Adulomya　z｛chimztraensis　KURODA・………・………・・……………・…・＿＿A

　2・　Solemya（Acharax）1’oleunagai　YOIくOYAMA………………・・一…………＿C

　3・Wa”ucinq　？　lamyi（CIIAVAN）…一……・・…・一……一・・……一………・・R

　4・　Ca”ista　sp・…・…・・……………………………・……・………・・………・・………＿A

　5・　Vasticardium？sp．　・………・………・…………………・………………一一，＿．＿．R

Gastropoda

　6・　Buccinum　sp・……・・………・……・…・…・……………・・…・……………・・………・R

　7・　Neveγita　sp・　・……・………・……・…・……・・…………・…………・…………・…＿R

　8・　Tectonatica　sp・・…・・………………・り・・………………・………・・……一・……・＿F

　　　R：1個体，F：2－5個体，　C：6－・9個体，　A：10個体以上．

　貝化石層はもとの地表面から11～15mの深さの処に露田し，青灰色の泥岩中に挟在し

ている。貝化石の産状は層内に豊窟に散在する化石堆型である。この地層は走向が北か

ら66°西で，傾斜が北東に28°下がりである。

　産出地点はニツ木峠を越えて丸子町へ通ずる道路から北へ115m入った新3号幹線道

路の堀割の東面である。その位置1淵ヒ緯36°20t40”，東経138°14’56”である。海抜は541

～546mである0

　2）　フヲソボイダル黄鉄鉱が貝化石の殻の内外に産出した。黄鉄鉱は水分と酸素の作

用で，容易に硫酸になるので，殻はこの酸で次第に溶幽されうる。この事が本地方の黄
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鉄鉱のある露頭からの貝化石の産出を少なくしたりあるい瞬呆存を悪くすゐ原圃の一つ

になると推測した。
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On the fossil shells and pyrite from the tertiary Aoki formation 

in the south-eastern Ueda city, Nagano prefecture, central Japan.

Kiyochika YAHIKOZAWA, Mitsuo UENO, Toshihiro NAKATA, Shinji TAKAGI

and Tomohiko ARAI

       Faculty of Textile Sci, aitd 7'ech,, Sliinshft U"niv,, Ueda, laPan.

                  (Receivecl $E･ptembev 10, 1985)

   Since the recent land development was carried out with the heavily

equiped civil engineering niachinery, the area of Neogene sedimentary

formation of a hill anda bevel has become fearible to iniprove the land for

the factory and dwelling. I{owever, the rigorous underground corrosion of

buried pipes occures at the site of such land developinent in the south-

eastern Ueda city, Nagano prefecture, central Japan. In order to bring light

on the cause, the investigation has been made to obtain the fundamental data

from the relationship between the underground corrosion and the action of

ground-surface geo!ogy for marine sedimentary rocl〈,

   During the field survey, the authors found the fos$il shells and the

framboidal pyrite inside and outsicle of shells in the lower horizon of Aol〈i

formation at Fujiyama of Higashi-Shioda in TTeda city.

   The results are fol!ows:

1) The fossil sheils were classified into the next eight species.

 1: Adulomya uchimuraensis KuRoDA ･･･-･････-･･･････････,･･････,･････････,,････････････,･A

 2: Solemya (Acharax) tofeunagai YoKoyAMA ･･･-･･････････-･･････････････････････････tC

 3: Wallucina? lampti (C}IAvAN) ･･･-･･･i-････････････-･････t･･･････････････････････-･･･i･･･････R

･ 4: Callista sp, ･･･････････････････････････`-･･･i････-･-･･････-+･････････････････････････････t･･.......A

 5: Vasticardium? sp. ･,･･･････････････････････t････････････････････････････････････-･･`･････････R

Gastropoda

 6: Buccinum sp. ･--････---･-･--,･--･-･-----･---"--･--･-･-"･--･-"-,---･R

 7: Neverita sp, ････････i･･････,--･････････,･-･･`･,･`･･･････････-････-･-･･･････････-･･･",..･,,,-,,R

 8: Tectonaticasp. ･,･,,-･･･i･････････+･････,･t･･i･･･-･･････,･･,･･･････････,･･･,････-･･,,･,.,.....,.F

 Abbreviation: R: Rare-Only one specimen, F: Few-More than two speci-

 mens, C: Common-More than five specimens, A: Abundant-More than

 ten specilnens.
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   The shell-containing bed is now exposed, but it was originally at the

depth of 11 to 15 meters from the original grouncl. It is about one meter

thick sandwitching between other shell-less portions in the greyish blue

mudstone. Shells are found abundant here and there in the portion, indicat-

ing the bed to be a fossil bank. The horizone is situated in strike N 66eW and

Dip 280 NE,

   The site lies in the eastern side of the new third arterial road turned in

115 meters north from the road leacling to the Marulgo town over the Futa-

tsugi Pass. It is situated in lat, 36"'L'O'40" N, and long, 138"14'56" E. The site

is 541 to 546 meters above the se,et･"level,

2) The framboidal pyrite have been found inside･ and outside of the shells,

Since pyrite yields easily sulfuric acid by the action of oxygen with the

moisture, the shells are gradually clissolved by this acid, The 'fact seems to

be a reason for the rare occurt`ence and the poor conservation of fossil she!ls

in tl}e outcrop containing pyrite in this area,
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Plate　I

　　　　　　　　　　　　　　　　（All．　fl麟ures　×　3／4）

Figs。1－6．　Adulo7仰ンa　ttelzin・；tiy’aensis　KURODA

　　Figs，1，2，3．　Specimens　of　convex　form，　Re艦，　No，2，4，7．

　　　Figs．4，5，6．　dittQ　of　straight　form．　Reg，　No．6，5，3．
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Plate　I
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Plate II

  (All figures × 1 except ii, 10, 11, which are enlargecl c}nes)

Figs. 1-4. Solemya(Acharttx〉toktenagai Yoi〈oyAMA

                       Reg, No, 21, 21S, 22, 24,
Fig. 5. Wallucina? tam),i(Ci･iAvAN) .Reg, No. 31,

Figs, 6-9. Callista sp. Reg. No, 43, 41, 46, 47,

Figs. 10, 11, YasticardittTn? sp. Reg. No, 6'1, 62,
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　　　　　　　　　　　　Plate　II
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Plate III

   (Al! figures × 1 except :.l, 3, 4, vL,hich are enlargctd ones)

Fig. 1. Bztccinum sr), R"g'. No, 71,

Fig. 2, ATeverita sp. Reg, No, 81,

Figs. 3, 4. Tectonatica $p. Reg. No. E)1, 92.

I?igs, 5-8. sand-pipe Reg. No, A-1, A-2, A--:･S, A--4,
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　　　　　　　　　　　　　Plate　III
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Plate　IV
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Plate V

Plate IV

 r. Scanning electron microphotograph of framboidal pyrite in the section

  of a shell. The probing sites for electron probe microanalysis are at A,

   B, C and D spots.

 2. Dispersive patterns for X-ray energy of A and B spots.

 3. Dispersive patterns for X-ray energy of C and D spots.

 4. Ca Krri, X-ray image.

 5. Fe Ka'i, X-ray image.

 6. S Krv], X-ray image.

 7. Line profile for Fe K(yi, X-ray.

 8. Line profile for Ca K(vi and S Kfri, X-rays.

Plate V

 1. Scanning electron microphotograph of framboidal pyrite outside a

  shelL

 2. Line probe for Ca Krvi, X-ray.

 3. Line probe for Fe Kryi, X-ray.

 4. Line probe for S KrrT, X-ray.


